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【背景・目的】 
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の経口投与では幼弱期（５週齢）での多動症を惹起した。また、遺伝子発現解
析ではアポトーシス/細胞周期、ATPase、細胞骨格系などに関連する分子の発現
変動が観察された。これらは同じロテノンによるパーキンソン病モデルラット
のそれとは全く相関性はなかった。 
 
【結論】 
本研究において環境化学物質による成熟期発症ADHDモデルラットが作成され、
大人のADHDの病因解明に今後大きく寄与するものと期待される。 
 
 
